
“ベンチマーク” 

“ベンチマーク”とは「他社の優れた経営

方法やマーケティング戦略などを探し出し、

自社のやり方や手法との違いを分析し、そ

れに基づいて自社の経営や営業手法などを

改善する管理手法のこと」を言いますが、

安易に使うと、単なる物真似に陥り、自社

が持っていた特色を失うなど、得策となら

ない場合もありますから、注意して、有効

に活用したいものです。

“ベンチマーク”活用の注意点

“ベンチマーク”をうまく活用するための

注意点を挙げますと次の通りです。

①自社で使っている経営方法、製品開発の

方法などについて、現状の問題点・改善

改革の課題を整理して把握する。

  その方法として、現在その業務に関与

している役員・管理者・一般社員が失敗

経験などの状況事実から、問題点を抽出

する。同時に自社の方法が持つ特色、他

社に比べて優位であると思われる点を認

識しておく。

②整理した問題点や課題を解決するのに、

有効と思われる他社の方法・システムを

調査、特定する。“ベンチマーク”の対象

は特定の企業１社に限らず、複数社とし

ても良く、それらの組み合わせ、活用で

より高度な問題解決、改革が図れること

が期待される。そのためにも、①の自社

の問題点を分析し、「知りたいことは何か」

を把握しておくことが、“ベンチマーク”

すべき他社の方法・システムなどの発見

と比較・評価・選択に役立つ。

③“ベンチマーク”すべき他社の方法・シ

ステムなどは、自社の業界に限らず、他

の業界にも眼を向けて探索する。

  例えば、製品開発のステップ・目標管

理制度・人事賃金制度の仕組みや運用方

法などは、特定業界に限らず、優れた“ベ

ンチマーク”に適する事例が存在する。

④以上の①と②③で得た“ベンチマーク”

対象を参考にして、“自社の方法・システ

ムを改善・改革した時のありありとした

姿”を検討し、具体的に記述する。これ

が、改革構想である。

経営者・管理者の留意点

“ベンチマーク”による改革構想は、重要

な経営課題について、プロジェクトチーム

目標を設定するのに適しており、メンバー

が主体性と挑戦意欲、協力意識をもって、

改善・改革を実現することが出来る目標と

なります。
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“ベンチマーク”は

他業界にもある！


